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平成２９年６月２１日開催の第３０回評議員会において、
平成２８年度決算が承認されました。
各会計の決算概要は次のとおりです。

第30回 評議員会

平成28年度決算概要平成28年度決算概要

法 人 会 計 管理事業やその他法人全般に関する事項の会計

公 益 事 業 会 計 公益目的事業の実施に関する会計

給 付 事 業 会 計 現職会員の給付事業に関する会計

退職福祉事業会計 退職会員の退職者医療給付事業に関する会計

共 済 事 業 会 計 現職会員の医療補助金の給付に関する会計

厚 生 事 業 会 計 現職会員等の福利保険及び受託事業に関する会計

会計の種類
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（単位：円）

科　　目 合　　計 法人会計 公益事業会計 給付事業会計等 厚生事業会計

Ⅰ　経常収益の部
基 本 財 産 運 用 益 2,360 2,360
特 定 資 産 運 用 益 3,062,462 3,062,462
事 業 収 益
受取掛金・受取負担金 192,835,208 192,835,208
受 取 保 険 手 数 料 29,666,266 29,666,266
長期前受収益引当預金取崩収益 79,150,842 79,150,842
拠出金等預り金取崩収益 17,655,000 17,655,000
雑 収 益 167,511 117,126 50,385
他 会 計 振 替 額 2,786,606 2,786,606
支払準備金取崩収益 345,000 345,000
経 常 収 益 合 計 （A） 325,671,255 2,360 2,786,606 293,165,638 29,716,651
正 味 財 産 期 首 残 高 283,707,020 15,066,612 0 200,966,371 67,674,037
収 益 合 計 （B） 609,378,275 15,068,972 2,786,606 494,132,009 97,390,688
Ⅱ　経常費用の部
事 業 費 246,389,606 2,786,606 243,603,000
管 理 費 42,636,501 5,118,697 19,534,759 17,983,045
他 会 計 振 替 額 2,786,606 2,786,606
支 払 準 備 金 積 立 247,000 247,000
法　 人　 税　 等 2,646,288 363 502,848 2,143,077
経 常 費 用 合 計 （C） 294,706,001 5,119,060 2,786,606 263,887,607 22,912,728
当期正味財産増減額（A-C） 30,965,254 △ 5,116,700 0 29,278,031 6,803,923
正味財産期末残高（B-C） 314,672,274 9,949,912 0 230,244,402 74,477,960

平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日まで

管理費
42,636千円
（14.47%）

事　業　費
246,390千円
（83.61%）

事 業 収 益
222,501千円
（68.32%）

他会計振替額 2,787千円（0.94%）
支払準備金積立 247千円（0.08%）
　　　　　法人税等 2,646千円

（0.90%）
長期前受収益
引当預金取崩収益
79,151千円
（24.30%）

雑収益
 168千円（0.05%）
他会計振替額 2,787千円（0.85%）
支払準備金取崩収益 345千円（0.11%）

特定資産運用益 3,062千円（0.94%）
基本財産運用益 2千円（0.01%）

拠出金等預り金取崩収益 
17,655千円（5.42%）

正味財産増減計算書総括表正味財産増減計算書総括表

325,671千円総括表（経常収益） 294,706千円総括表（経常費用）
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（単位：円）
事　業　項　目 実　施　内　容 金　額

公立養護施設に対する奉仕事業 「みどり苑」外３か所へ物品寄贈 979,470
地域住民の自治意識の啓発に関する事業 松山市外３か所へ物品寄贈 959,318
市町又は市町の職員が住民を対象として
行う文化活動に対する助成に関する事業 今治市外３か所へ助成 847,818

合　　　　計 2,786,606

（単位：件、円）

項 目　／　年 度 28年度
件 数 金　額

現　

職　

会　

員

給

付

事

業

入 院 差 額 料 補 助 金 233 5,786,300
入 院 見 舞 金 263 5,260,000
災 害 見 舞 金 0 0
結 婚 祝 金 297 8,505,000
出 産 祝 金 545 10,900,000
入 学 祝 金 1,372 34,300,000
銀 婚 祝 金 178 2,670,000
永 年 会 員 祝 金 751 8,940,000
死 亡 弔 慰 金 307 3,450,000
人間ドック等補助金 11,004 11,003,110
在 宅 看 護 見 舞 金 10 100,000
遺 児 奨 学 一 時 金 6 1,000,000
生涯生活設計セミナー開催費 1 288,600
介 護 休 業 給 付 金 12 411,716
退 会 記 念 給 付 金 497 24,850,000

計 （A） 15,476 117,464,726
共済
事業 医 療 補 助 金（B） 5,431 47,879,300

退
職
会
員

退
職
福
祉
事
業

退 職 医 療 給 付 金 4,980 59,227,100
退職医療返還一時金 364 17,655,000
退職医療死亡弔慰金 13 610,000
退職医療脱退一時金 9 766,874
事業費の計 （C） 5,366 78,258,974

合計（A）＋（B）＋（C） 26,273 243,603,000

各
事
業
会
計
の
概
要

公
益
事
業
会
計

給
付
事
業
会
計
等

法　

人　

会　

計

平成28年度公益事業実施状況一覧表平成28年度公益事業実施状況一覧表

平成28年度給付金の給付状況一覧表平成28年度給付金の給付状況一覧表
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（単位：件、円）

項 目　／　年 度 28年度
件 数 金　額

団　

体　

定　

期　

保　

険

本
人
・
配
偶
者

死 亡 保 険 金 11 118,000,000
高度障害保険金 1 5,000,000
災 害 保 険 金 1 2,000,000
障 害 給 付 金 1 2,000,000
災害入院給付金 32 6,670,800

計 46 133,670,800

子

供

死 亡 保 険 金 0 0
高度障害保険金 0 0
災 害 保 険 金 0 0
障 害 給 付 金 0 0
災害入院給付金 3 75,600

計 3 75,600
療 養 給 付 プ ラ ン 67 9,530,868
医
療
保
障
保
険

死 亡 保 険 金 2 200,000
入 院 給 付 金 151 10,104,000

計 153 10,304,000
重 病 克 服 支 援 制 度 18 28,700,000

合　　　計 287 182,281,268

事　業　費
243,603千円
（92.31%）

受取掛金
82,586千円
（28.17%）

支払準備金積立 247千円（0.09%）
　　　法人税等 503千円（0.20%）

特定資産運用益 3,063千円（1.04%）
支払準備金取崩収益
 345千円（0.12%）

受取負担金
110,249千円
（37.61%）

雑収益 117千円
（0.04%）

拠出金等預り金取崩収益 
17,655千円（6.02%）

管理費等
19,535千円
（7.40%）

管　理　費
17,983千円
（78.49%）

受取保険手数料
29,666千円
（99.83%）

雑収益
50千円

（0.17%）

他会計振替額 2,787千円（12.16%）
法人税等 2,143千円（9.35%）

長期前受収益
引当預金取崩収益
79,151千円
（27.00%）

293,166千円給付事業会計等（経常収益）

29,716千円厚生事業会計（経常収益）

263,888千円給付事業会計等（経常費用）

22,913千円厚生事業会計（経常費用）

厚
生
事
業
会
計

平成28年度共済グループ保険給付金給付状況平成28年度共済グループ保険給付金給付状況
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共済グループ保険「団体定期保険・医療保障保険」の共済グループ保険「団体定期保険・医療保障保険」の
給付内容改定について給付内容改定について

　主な内容をお知らせします。詳細については、７月下旬～９月上旬の募集時期に募集担当保険会社の職員が皆さ
んの職場に順次お伺いして、ご説明いたします。（平成30年更新用のパンフレットに掲載）
　平成３０年１月１日の更新日から、①団体定期保険の給付内容の拡充及び障害年金の給付を補完することを可能と
する『団体定期保険プラス』、②医療保障保険の給付内容拡充を可能とする『医療費支援制度』が発足します。

　従来の共済グループ保険は、公的制度を補完する自助努力型制度として、団体定期保険による公的
遺族年金の補完、医療保障保険による入院日額保障が主な役割の制度でしたが、「団体定期保険プラス」、
「医療費支援制度」を新設し、平成３０年１月１日から公的障害年金や日帰り入院、入院を伴わない手術・
放射線治療、先進医療に係る技術費まで保障（給付）範囲が拡大されます。

　近年の社会保障制度に適応するため、「団体定期保険プラス」を新設し、万一（死亡・高度障害）の際
に、受取期間を５年間延長し、最長３０年間の受取（給付）が可能となります。もしくは、最初の５年間
に上乗せ給付を行い、重点的に受け取ることも可能となります。
（例）　35歳の方の場合、老齢年金支給開始となる65歳まで受け取ることが可能となります。

（例）　45歳の方の場合、保障の必要な期間に5年間前厚型で受け取ることが可能となります。

団体定期保険 給付なし

35歳 60歳  65歳

給付なし

団体定期保険

45歳 65歳

団体定期
保険プラス

団体定期保険

45歳 65歳

団体定期保険
プラス 団体定期保険

35歳  60歳  65歳

共済グループ保険・互助会積立年金の公的制度に対する保障（平成２９年１２月３１日まで）

共済グループ保険・互助会積立年金の公的制度に対する保障（平成30年１月１日から）

リスクに対する
公的制度

公的制度を補完
する自助努力型
制度

健康保険
障害年金 遺族年金 老齢年金

医療保障保険
（入院日額・死
亡保障のみ）

該当制度なし 団体定期保険 互助会
積立年金

療養給付
プラン

短期給付 長　期　給　付

傷病
手当金 公的年金

リスクに対する
公的制度

公的制度を補完
する自助努力型
制度

健康保険
障害年金 遺族年金 老齢年金

医療保障保険
医療費支援制度

団体定期保険
プラス 団体定期保険 互助会

積立年金
療養給付
プラン

短期給付 長　期　給　付

傷病
手当金 公的年金

①②

１ 団体定期保険、団体定期保険プラス

最長25年間の受取年数まで

20年間の受取期間 20年間の受取期間

最長30年間の受取が可能

公的年金

公的年金 公的年金

公的年金
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共済グループ保険死亡保険金年齢別状況（昭和５７年度～平成２８年度）

年代別年間死亡者数と６０歳までの死亡原因（第５位まで）

交 通 事 故 死 の 状 況 は

がんや交通事故によるもしものリスクは、意外に多くあります。リスクに対する備えを考えてみませんか？

　医療保障保険を「治療費以外（差額ベッド代等）の保障」と定義し、「医療費支援制度」を付加することによっ
て、その他の入院を伴わない外来手術・外来放射線治療、先進医療の技術に係る費用が給付対象になります。

2 医療保障保険、医療費支援制度

入院 治療費以外（差額ベッド代等）：全額自己負担（公的医療保険対象外） 医療保障保険（入院日額給付）

入院 入院治療費（手術等）：一部自己負担（公的医療保険対象） 入院支援給付金 ≪治療支援
　給付特約≫外来 外来治療費（手術）：一部自己負担（公的医療保険対象） 外来手術給付金

外来 外来治療費（放射線治療）：一部自己負担（公的医療保険対象） 外来放射線治療給付金

先進
医療 先進医療の技術に係る費用：全額自己負担（公的医療保険対象外） 先進医療給付金 ≪先進医療

　給付特約≫

200

180

160

140

120

100

80

60

40

20

0
～19歳 20～

25歳
26～
30歳

31～
35歳

36～
40歳

41～
45歳

46～
50歳

51～
55歳

56～
60歳

61～
65歳

66～
70歳

71～
75歳

（人）

5 2
10 14 19

39

91

128

178

131 124
108

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0
20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

40～
44歳

45～
49歳

50～
54歳

55～
59歳

60～
64歳

65～
69歳

70～
74歳

75～
79歳

80～
84歳

85～
89歳

90歳
以上

（人）

2,423 2,894 3,909 6,436 10,124 14,053
20,581

31,365

62,392
82,495

111,419

161,275

224,159
244,044

284,653

３０代…約５１分に１人（平成２５年死亡者数　10,345人）
４０代…約２２分に１人（平成２５年死亡者数　24,177人）
５０代…約１０分に１人（平成２５年死亡者数　51,946人）

どのぐらいの割合で亡くなっているかというと

20歳代
１位：自殺
２位：事故
３位：がん
４位：心疾患
５位：脳血管疾患

30歳代
１位：自殺
２位：がん
３位：心疾患
４位：事故
５位：脳血管疾患

40歳代
１位：がん
２位：自殺
３位：心疾患
４位：脳血管疾患
５位：事故

50歳代
１位：がん
２位：心疾患
３位：自殺
４位：脳血管疾患
５位：事故

60歳代
１位：がん
２位：心疾患
３位：脳血管疾患
４位：肺炎
５位：事故

※互助会「共済グループ保険統計」

※出典：交通事故総合分析センター「交通統計」（平成25年）

※出典：厚生労働省「人口動態統計年報」
　（平成２５年）がんによる死亡者数は、２０代～６０代において３位以内に入ります。

1日あたり約12人の方が交通事故で亡くなっています（平成25年　死亡者数4,359人）

自動車乗車中 歩行中 二輪車乗車中 自転車乗車中

1日あたり約4人
（平成25年　死亡者数1,415人）

1日あたり約4人
（平成25年　死亡者数1,584人）

1日あたり約2人
（平成25年　死亡者数760人）

1日あたり約2人
（平成25年　死亡者数600人）
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互 助 会 の 概 況
（平成２９年度４月末現在）

・所 属 所 数  42
・会　員　数  現職会員数 14,896 人
 退職会員数 3,542 人
・被扶養者数  16,217 人
・平均給料月額 312,212 円
発行所／一般財団法人愛媛県市町村職員互助会　松山市三番町5丁目13番地1　TEL／089-945-4045㈹　編集発行人／山本 健一
Eメールアドレス／e-ctv-gojyokai@tau.e-catv.ne.jp

　「大洲川まつり花火大会」は、８月３日、４日の２日間に約4000発が打ち上げられます。四方を山
に囲まれた盆地で行われるため、大音響を体で感じられると評判です。特に大洲城をバックにし
た大ナイアガラは迫力満点。また、日本三大鵜飼の一つである肱川の鵜飼の屋形船を同時に見
物できるのも風情があり魅力です。
　その他に大洲市には、「大洲水天宮花火大会」が７月２１日、また、「ながはま赤橋夏まつり」が
８月５日に催される予定です。どの花火大会も間近で見ることができ、迫力満点です。

大洲城と花火（大洲市）

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険
募
集
の
ご
案
内

　

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険
の
募
集
を
次

の
日
程
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

募
集
に
際
し
ま
し
て
は
、
募
集
担

当
保
険
会
社
の
職
員
が
皆
さ
ん
の
職

場
に
順
次
お
伺
い
し
て
、
ご
説
明
い
た

し
ま
す
の
で
、
是
非
、
こ
の
機
会
に
加

入
・
増
額
の
ご
検
討
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

区　

分

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険

募　

集

期　

間

７
月
下
旬
〜
９
月
上
旬

申　

込

締
切
日

９
月
中
旬

お
知
ら
せ

評
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が

行
わ
れ
ま
し
た

評
議
員
の
退
任

　

学
識
経
験
評
議
員
桝
田
與
一
氏（
元

大
洲
市
長
）が
評
議
員
の
４
年
間
の
任

期
満
了
に
伴
い
退
任
す
る
こ
と
が
、
平

成
29
年
６
月
21
日
開
催
の
第
30
回
評

議
員
会（
定
時
評
議
員
会
）に
お
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

互
助
会
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
他
の
９
名
の
評
議
員
は
、
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

評
議
員
の
就
任

　

桝
田
與
一
氏
の
退
任
に
伴
う
後
任

の
学
識
経
験
評
議
員
に
白
石
孝
夫
氏

（
愛
媛
県
市
町
村
職
員
年
金
者
連
盟

会
長
）が
同
評
議
員
会
に
お
い
て
選
任

さ
れ
、
平
成
29
年
６
月
21
日
付
で
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

平
成
29
年
度 「
退
職
予
定
者
相
談
会
」開
催
日
程

　

平
成
29
年
度
に
退
職
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

を
対
象
に
、
共
済
組
合
と
共
催
で
退
職
後
の
医

療
保
険
、
年
金（
共
済
組
合
）及
び
退
職
福
祉
事

業
、
グ
ル
ー
プ
保
険（
互
助
会
）に
係
る
相
談
会

を
次
の
日
程
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

　

退
職
後
の
皆
様
の
生
活
設
計
の
参
考
と
す
る

た
め
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

平成２９年度　退職予定者相談会　日程表
開催年月日 開催場所 対象範囲

平成
29年

8月18日（金） 西条市役所５階「大会議室」 西条市
8月21日（月） 西予市役所５階「大会議室」 西予市
8月29日（火） えひめ共済会館４階「豊明」 伊予市、東温市、松前町、砥部町、久万高原町

8月30日（水） 大洲市総合福祉センター
４階「多目的ホール」 大洲市、内子町

10月10日（火） 八幡浜市役所５階「大会議室」 八幡浜市、伊方町
10月30日（月） 新居浜市役所 新居浜市
11月6日（月） 四国中央市役所４階「会議室東」 四国中央市

11月14日（火） 今治市役所第２別館
１１階「特別会議室１、２号」 今治市、上島町

11月21日（火） 宇和島市役所６０２「会議室」 松野町、鬼北町、愛南町、宇和島市
11月28日（火） 宇和島市役所６０２「会議室」 宇和島市

平成
30年

1月25日（木）～
26日（金） 松山市役所 松山市

2月予定 えひめ共済会館４階「豊明」 全所属所（上記の退職予定者相談会に参加
できなかった者）


